
タンパク質凝集体・分解物を高速かつ確実に分離

Agilent AdvanceBio SEC カラム   

400,000.00 ドル

50 週

凝集体分析メソッドにかかる実質的なコストは?  

分析 1 回あたりのコストを計算する場合、HPLC カラムの価格以外のことも考慮する必要があります。分析の速度、データを納期ま
でに提供するための能力も計算に入れなければなりません。

従来の Diol SEC カラムから新しい Agilent AdvanceBio SEC カラムに切り替えることによって、高い分離能と正確な定量を確実にしつつ
最大限に時間を短縮しコストを削減することができます。

ぜひ以下でご確認ください。 

新しい AdvanceBio SEC テクノロジーでは
短いカラムによって最高 75 % 高速の
分析時間を実現します。

このデータは次の条件で算出しました。

• 人件費: 125 ドル/時間

• 移動相のコスト: 12.50 ドル/L

•  人件費を基にした 2 週間の再開発コスト 
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20,000 サンプルの分析にかかるコストと時間

AdvanceBio SEC
7.8 x 150 mm、2.7 µm

1.5 mL/min

AdvanceBio SEC
7.8 x 300 mm、2.7 µm

1.0 mL/min

他社製 Diol 
7.8 x 300 mm、5 µm

0.8 mL/min

105,000.00 ドル

13 週

270,000.00 ドル

38 週

時間 (週)
38



Agilent AdvanceBio SEC カラムは次の特長により
生産性を向上させます。  

•  分離能が向上し、さらに正確な定量が可能 

•  サンプルの詰まりやせん断劣化のリスクが低減

•  分析時間の短縮により、納期の遵守が可能 

•  幅広いサンプルの種類に対応する優れたサイズ分離が可能

•  再現性が向上しサンプル再分析回数が低減 

•  長いカラム寿命

製品情報 

Agilent AdvanceBio SEC カラム
モノクローナル抗体、タンパク質、ペプチドの SEC 分析向けの
最新テクノロジー。

Agilent AdvanceBio SEC タンパク質標準
Agilent SEC カラムの最適なキャリブレーションと性能評価の
ために独自に設計。

Agilent 1260 Infinity 

バイオイナートクォータナリ LC は 

AdvanceBio SEC カラムと
組み合わせることにより、
性能と信頼性の新たな基準を
打ち立てます。

概要 130 Å 300 Å 価格 (税別)

分析カラム

4.6 x 300 mm、2.7 µm PL1580-5350 PL1580-5301 310,000

4.6 x 150 mm、2.7 µm PL1580-3350 PL1580-3301 225,000

7.8 x 300 mm、2.7 µm PL1180-5350 PL1180-5301 353,000

7.8 x 150 mm、2.7 µm PL1180-3350 PL1180-3301 256,000

分析用ガードカラム

4.6 x 50 mm、2.7 µm PL1580-1350 PL1580-1301 115,000

7.8 x 50 mm、2.7 µm PL1180-1350 PL1180-1301 115,000

概要 サイズ 部品番号 価格 (税別)

AdvanceBio SEC 130Å タンパク質標準 1.5 mL バイアル 5190-9416 25,000

AdvanceBio SEC 300Å タンパク質標準 1.5 mL バイアル 5190-9417 25,000

ホームページ
www.agilent.com/chem/jp

カストマコンタクトセンタ
0120-477-111
email_japan@agilent.com

本資料掲載の製品は、すべて研究用です。本資料に
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